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(図 1) イカ神経の塩環境による興奮 と,転移直前の電位揺動.内液












































































(図 5) ガラスフィルター膜の電流刺激による興奮現象 (活動電
位 ), 外液 0.1M:0.01M NaCC.
原生生物の感覚受容,運動,走性
九州大学 ･理学部 太和田 勝 久
1)原生生物は単細胞生物で通常 20p-5OOp の大きさである｡ ､
2)走性には, 2種類ある｡
(a)細胞の前後の刺激強度の差を感知する｡
(b)刺激強度の時間変化を感知 し,一種のブラウン粒子的運動れ な示ら走性を示 す1.
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